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狩野文庫への招待 
曽根原 理 
 
1. 狩野亨吉とは？ 
狩野亨吉（かのう こうきち 1865～1942）は，秋田
県大館出身の“学者”です。旧制第一高等学校の校
長（明治 31～39）や，京都帝国大学文科大学の学
長（明治 39～41，現在の文学研究科長にあたる）を
歴任し，また江戸時代の学者志筑忠雄，思想家安
藤昌益，経世家本多利明を発掘したことでも知られ
ています。 
大館の士族（秋田藩支藩）の家に生まれた狩野亨
吉は，幼時に戊辰戦争の混乱を体験した後，父の
内務省出仕に伴い 12 歳で上京しました（以下年齢
はすべて数え歳）。戦乱や異郷という原体験，方言
や容貌に由来する思春期の劣等感などが，人づき
あいを厭い，物事の本質にじっくり取り組む性格を
育んだといわれます。とりわけ，彼の性格にあったの
が書物の世界であったらしく，小学生のころから古
書商へ出入りしていました。 
東京で育った狩野は，やがて東京帝国大学に入
学し，二つの学士号（理学と文学）を修得します。当
時でも，文系と理系の両方の学問を修めた人は珍し
かったと思われますが，狩野は，一番やりたい哲学
を極めるために，学問の基礎である数学を学んだと
説明しています。彼の性格をあらわすエピソードの
一つです。 
その後狩野は，旧制高校の教授を経て，34歳で第
一高等学校校長，42 歳で京都帝国大学文科大学
長に就くという，表面的には当時のエリートコースを
進みます。しかしその独特のスタンスは変わらず，む
しろ増幅されました。校長として誰よりも早く出勤し遅
くまで残っての精勤，見返りを求めず次々と書生を
引き受けた人の好さ，収入を顧みない大量の書物
購入，筋を通した厳格な姿勢に対する学生の敬意
など，いずれも狩野の徹底した，時に浮世離れした
責任感と合理性を示しています。後に迫害を顧みず，
軍上層部に多くの信者を持つ天津教（当時の新興
宗教）の古文書の偽書性を暴き，また知人に敗戦を
予言するなど一貫して理性的であった反面，経済観
念の弱さや，生涯結婚せず秘画の作成を続けた人
間性も，同時代の人々に強い印象を残しました。 
当時の常識では，帝国大学の教授は大学卒の肩
書を持ち，欧米の留学経験が必須でした。ところが
狩野学長は，実力は申し分ないがそうした条件を欠
く教授人事を断行します。一人は国文学の幸田露
伴，もう一人は東洋史の内藤湖南です。彼らが人文
科学の歴史でどれほど重要な役割を果たしたかを，
現在の私たちは知ることができます。しかし当時は，
この人事が軋轢を生み，狩野は在任二年で京都帝
国大学を辞職します。以後は，度重なる誘いも断り
続け，生涯官職に就きませんでした。皇太子（後の
昭和天皇）の教育係を依頼された時は，“自分は危
険思想の持ち主だ”と称し辞退し，清貧の生涯を終
えました。 
 
2. 狩野文庫の受入と目録化 
狩野は東北地方の出身ではありますが，幼時に家
族で上京し，東北帝国大学とさほどの縁もありませ
んでした。その蔵書が，東北帝国大学に受け入れら
れたのには，狩野の親友で東北帝国大学の初代総
長であった沢柳政太郎（1865～1927）の存在が大
きく関わります。 
澤柳は，現在の長野県松本市の士族の家に生ま
れました。後に上京し，番町中学校，第一高等学校
で狩野と同級生となり，以後生涯を通じて親交を結
びます。大学卒業後の澤柳は優秀な文部官僚となり，
義務教育の無償化などの政策を実現させ，第一高
等学校長や東北帝国大学総長，京都帝国大学総
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長などを歴任します。業績の乏しい教授の入れ替え
を実施しようとして教授会と対立し（澤柳事件），京都
帝国大学総長を辞任した後は，大正時代の自由主
義的教育運動の中心となりました。 
 澤柳がまだ東北帝国大学総長だった時代のことで
す。市井の人となった狩野を災難が襲いました。知
人の事業失敗の負債を引き受ける破目に陥ったの
です。窮乏する狩野を助けるため，澤柳は，営々と
狩野が蓄積してきた蔵書を，東北帝国大学に売却
することを勧めました。その結果，大正元年（1912）
10 月に，まず約７万冊が東北帝国大学の図書館に
納められました。これは当時でも，個人の蔵書として
は桁外れの量でした。 
 狩野の蔵書は，当時の金額で約 10 万円と見積も
られました，現在に直すと，一説では一億円くらいと
いわれます。ところが狩野は，東北大学への売却金
額をその三分の一にします。その代わりに付けられ
た条件が，東北帝国大学に一括かつ永久に保管す
る，ということでした。現代の私たちには意外かもし
れません。しかし当時，東北帝国大学は創設５年目
であり，日露戦争以来の借金財政の状況下，どのよ
うな制度変化があるか，誰にも分からない時代でし
た。もし，東北帝国大学が蔵書を手放すよう事態とな
っても，狩野文庫は分散させず仙台に置くという条
件は，狩野が何を最優先としたかを示しています。 
その後も狩野は，質素な生活のかたわら書籍売却
の代金をさらに書籍購入に注ぎ込み，ふたたび大学
に売却という作業を続けました。当代一流の学者の
手で蔵書内容は洗練され，同一書なら異なる版が
揃えられ，同じ版なら刷りの良いものが遺されたと伝
えられています。 
狩野が収集した資料は，昭和 18年 3月までに計４
次にわたり追加購入あるいは寄贈によって受入れら
れました。現在では約 108,000 冊からなる大コレク
ションです。その整理も大仕事でした。早い段階で
は，特に貴重資料については昭和 11 年に『別置本
目録』刊行の際に狩野文庫本の重要な部分が収録
されました。翌年には狩野文庫全体の分類表を含
む「狩野文庫概説」が刊行されました。しかし，その
後受け入れられた資料も多く，戦中戦後の整理は物
不足，人手不足の中，コツコツと辛抱強く続けられま
した。 
本格的な整理と目録化は，昭和57年完成の『古典
分類目録』の完成を待たねばなりませんでした。そ
の後平成５年には，狩野文庫の主要な部分（主に和
装本の部分）約 55,000 冊を網羅するマイクロフィル
ムが作成され，大幅に利用しやすくなりました。しか
しながら，以上の目録も，明治以降成立の部分や洋
書を欠きます。また，狩野文庫のうちの古文書は，
『古典分類目録』制作の際にも後回しとなって現在
に至ります。今もって狩野文庫全体の目録は出来上
がっておりません。適切な人材を得て本格的な編纂
が求められる状況といえます。 
 
3. 狩野文庫の世界 
狩野文庫は，日本と中国の古典を主体とする幅広
い領域の資料を含んでいます。世の中には，ある特
殊な分野の好事家－浮世絵のコレクターなど－は
多いのですが，狩野文庫はかなり趣が違います。伝
えられるところでは狩野は，日本人の頭脳の程度に
関心があり，それを実証的に検証するため，古今東
西あらゆる和書を集めたといいます。その結果，他
に見られない珍しい本が多く所蔵されることになりま
した。 
当然ながらその中には，貴重な資料も含まれます。
「史記 孝文本紀巻第十」（延久 5年（1073）写）およ
び「類聚国史 第二十五」（平安時代末期写）の国
宝 2 点が，その代表です。本学指定の貴重書も，そ
の過半は狩野文庫本です。 
狩野文庫の中で，もっとも利用の多い分野の一つ
に，草双紙の類があります。江戸時代は出版文化が
発達し，庶民も書物を読むことができるようになった
時代でした。彼らの多くは，「読み・書き・そろばん」と
いわれる初等教育を受けていますが，漢字は読めま
せん。そこで，平仮名で書かれた文章に，内容に沿
った絵を多く入れた「絵入り本」が多く作られました。
それはしばしば，シリーズものとして作成されます。
毎回印刷された数頁をとっておいて，重ねて綴じる
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と一冊の本になるのです。これを「草双紙」と呼びま
す。現代のコミック本にも似たこれらの本は，消耗品
であり，擦り切れて捨てられていく運命にありました。
ところが狩野亨吉は，古書店の親玉のような人でし
た。古本屋の親爺さんたちが，珍しく値段をつけにく
い本を狩野さんに見てもらい，鑑定や値踏みをお願
いしていたのです（余談ながら，安藤昌益の発見は
そうした中の出来事でした）。狩野亨吉だからこそ集
めることが出来た，さまざまな種類の刷りの良い草双
紙を入手し揃えることが出来ました。現在でも，江戸
時代の庶民の肉声を求めて，多くの人々が狩野本
を見に来るのです。 
別の話をしましょう。狩野文庫の分類は，狩野自身
が納入に際して定めた独特のものを基本としていま
す。全体を 10に分けるのですが，順番に挙げると①
総記・雑書，②哲学・・宗教・教育，③歴史・地理，④
語学・文学，⑤美術・工芸・技芸，⑥法律・政治・経
済，⑦数学，⑧理学，⑨医学，⑩工学・兵学，となり
ます。もっとも多い④文学・語学から少ない⑧理学ま
で量はまちまちですが，特に特色的なのが第 10 の
「工学・兵学」です。この分類からは，当時の工学の
目的が端的に表れています。また，他のどのような
機関等の分類でも，戦争関係で一部門を立てるの
はあまり見ません。しかし，おそらく根拠があるのでし
ょう。考えてみると，江戸時代は武士の時代であり，
武士の表芸は戦争です。戦争に関する学問が発達
し，多くの書物が発行されたのは江戸時代の特色で
あり，狩野の分類はそれを見事に反映しているとも
言えます。「江戸時代の日本人に即して書物を集め
るとこうなる」。狩野の声が聞こえるような気もするの
です。 
 
 狩野亨吉の人物と学問は，一部の熱烈な崇拝者
（夏目漱石，田辺元，久野収など）を除けば，長く知
られることが少なかったと言えます。その理由の第一
は，狩野の著書が極端に少ないことにあります。安
藤昌益を日本で初めて紹介した文章も短いもので
すし，生涯にわたって著した文章を集めてもようやく
一冊にしかなりません（『狩野亨吉遺文集』）。しかし
狩野文庫の整理と調査を通じ，別の材料が見つか
ってきました。文章以上に狩野が重視して残したも
のは，蔵書だったのです。狩野文庫の調査と解明を
通じて，戦前の知的巨人が姿をあらわす日も，そう
遠くないのかもしれません。 
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